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1６無毒化用優良母樹の探索と保存
課題名 分類 ③

カンキツウイルスフリー樹の活力維持方法

試験研究年次 ６２～２年（繰上げ完了）

Ｉ目的

鉢植えカンキツ幼木（ウイルスフリーの原々母樹）の根のせん除が、地上部、地
下‘部に及ぼす影響について検討し、コンパクトで健全な状態で保存する方法を明ら
かにする。

１１試験方法

１供試材料

ウイルスフリー橋本早生（７年生）
ウイルスフリー大津４号（７年生）
ウイルスフリーミネオラ（７年生）

２試験区の栂成
根のせん除時期：２区
根のせん除程度：２区
１区３樹

３試験処理方法

処理時期６２年１２月中旬、６３年３月下旬
根のせん除程度強せん除g解体前の半分程度の根量にする。

弱せん除：解体前の１/3程度の根を除去する。
用土の種類配合土（川砂５０%､どー ﾄﾓｽ30%､ハ｡＝ﾗｲﾄ２０%､過リン酸石灰１，４８２９/、３

苦土石灰2,2239/m3,炭ｶﾙ7419/m3､硫酸銅８３．４９/ｍ３､硫酸亜鉛289／
m3､硫ﾏｸ'249/m3､その他微量要素）

鉢は司直径25cm、高さ３０cmの丸型のビニールポット
肥料は春肥、夏肥として油粕を109／鉢を施肥
無せん定

４調査項目

根群：大根（10～２０mm)、中根(5～１０mm)、小根（1～５mm）、細根（直径１mm以下）

Ⅲ主要成果の概要

カンキツウイルスリー樹をポットで育苗し、活力を長く維持するための根のせん
除の時期は、３月下旬より１２月中旬の方が落葉や枝枯れの発生が抑えられる。し
かし、根のせん除を行うと着花量は多くなるものの結実数は減少する傾向にある。

１根のせん除の程度、時期による反応は品種によりやや違うが、せん除する連と
により樹勢の維持が図られる。

２弱せん除は、どの品種においても新葉の発生が強せん除に比較してやや多い。
３１２月中旬せん除では、強せん除、弱せん除とも、大きな樹勢の低下は認められ
ない ｡

４橋本早生では、３月下旬のせん除処理によって落葉や枝の枯れ込みが見られ、
その程度は２～３０％である。産た、ミネオラでは枯れ込みが認められ、その程度
Iま３～１５％である。
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Ⅳ主要成果の具体的データ．”
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１ｳｲﾙｽﾌﾘｰ原母樹、原原母樹の長期保存に活用できる。

２鉢植えであるため義水分管理に注意する。

Ⅵ 今後の研究上の問題点

長期にわたり活力を維持するための管理法
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